
令和７年度
保土ケ谷区地域子育て支援拠点
こっころ・こっころサテライト

利用者アンケート
対象者 未就学児を持つ、こっころ・こっころサテライトの

利用者もしくは、保土ケ谷区役所の乳児、幼児健診
受診の保護者の方

調査期間 令和７年８月～ 9月

回答者数 ４３７名

アンケート回答者の状況

母 90.8％

父 6.4％
その他2.8％

父と母と子
93.8％

母子または父子 1.6％
その他世帯 4.6％

Q. 回答者の続柄 Q. 回答者の家族構成

Q. 回答者の就業状況

産休育休中 24.3％

その他・無回答4％

正社員 31.1％

自営業
フリーランス 3.7％

専業主婦
主夫 27.9％

パートアルバイト6.9％
契約社員・派遣社員 2.1％

回答者の 9 割超の方が核家族で
回答者の約 7 割の方が仕事を
しながら、子育てをしている
ことがわかります

Q. 回答者の子どもの年齢（兄弟児を含む）

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳以上

区役所の 3歳児
健診でアンケートを

実施した為、3歳児が増加
しています（こっころの
利用分布は 0歳 1歳児が
　71.9％（令和６年度）

140 人

177 人

55 人

130 人

31 人

50 人

5 人



ない

ある

遠い・不便

行ったことがないので不安

保育園・幼稚園に通っている

知らなかった

利用の仕方がわからない

他に行く場所がある

暑いので外出を控えている

その他・未回答

利用したことが「ない」と答えた方の理由

13
35

7
7
8

3
25

やや満足
27.5％

やや不満足
2.4％

満足 70.1％

ある 76％

ない 24％

利用状況について
Q. こっころを利用したことがありますか？

Q. こっころの利用について満足していますか？

地理的・利便性の問題で利用したことがない方に次ぎ、就園の
低年齢化が進んで、保育園幼稚園に通っているため利用した
ことがない方が多いのも特徴といえます。

「利用してよかったこと」として最も多く挙げられたのは「子どもが自由に遊べる」で、利用したことが
ある方の 95.2％（319 人）が回答しており、多くの利用者が子どもの遊び場としての魅力を感じている
ことがわかります。次いで「子育てに関する情報がある」（50％）、「子どもや自分が他の利用者と交流で
きる」（44％）、「話し相手がいる」（36.7％）と続き、情報の入手や人とのつながりも大きな利点として
評価されています。一方で、「相談ができる」（18.1％）、「家族で参加できるプログラムがある」（8.7％）、「産
前産後のプログラムがある」（5.1％）といった項目は比較的割合が低く、個別支援や家族・産前産後向
けの取り組みは今後の充実や方向性の見直し等検討する必要があります。

「利用してよかったこと」として最も多く挙げられたのは「子どもが自由に遊べる」で、利用したことが
ある方の 95.2％（319 人）が回答しており、多くの利用者が子どもの遊び場としての魅力を感じている
ことがわかります。次いで「子育てに関する情報がある」（50％）、「子どもや自分が他の利用者と交流で
きる」（44％）、「話し相手がいる」（36.7％）と続き、情報の入手や人とのつながりも大きな利点として
評価されています。一方で、「相談ができる」（18.1％）、「家族で参加できるプログラムがある」（8.7％）、「産
前産後のプログラムがある」（5.1％）といった項目は比較的割合が低く、個別支援や家族・産前産後向
けの取り組みは要望や必要に応じて、今後の充実や方向性の見直しをする必要があります。

相談や雑談に
付き合っていた
だき、吐き出せる
場所があり
助かります

スタッフが
子どもにも親にも
声を掛けてくれ
うれしいです

初めての利用の時、月齢の
近そうなママ同士を
さりげなく繋げてくれて
ありがたかった

おもちゃが色
々

あり、定期的
に変化

があって子ど
もの

刺激になりま
す

子どもの成長を
一緒に喜んで

くれるスタッフや
ママがいて
うれしい

清潔で

おもちゃもたくさん

あり、ほっとできる

ところです

いつ行っても優し
く声を

かけてくれて、孤
立

した気持ちになり
やすい

育休中励まされ、
相談

できてありがたか
った

子どもが自由に遊べる

子育てに関する情報がある

子どもや自分が他の利用者と交流できる

話し相手がいる

相談ができる

家族で参加できるプログラムがある

産前産後のプログラムがある

利用してよかったこと（複数回答可）

44％

47

95.2％
50％

36.7％
18.1％

8.7％

5.1％



他の親の子どもへの対応が子育ての参考になった 

異年齢の子どもの様子を見たり交流したりすることで、
子どもの成長の見通しがつくようになった

スタッフや他の保護者との交流を通して、子育ての悩みや孤立感が減った

他の親子が困っている時に手伝ったり、声をかけたいと思うようになった

困ったとき、周りの人に手を貸してほしいと言えるようになった

地域に様々な子育て支援の場があることを知って、住んでいる地域を
以前より身近に感じるようになった

Q. 家族で参加したいプログラムはどんなものですか？

身体をつかった遊び

自然に触れる遊び

お祭りなど地域イベント

日本の伝統的な遊び

音楽鑑賞

子育て講座

67.2％
63.3％

72.9％

22.2％
34.6％

11.5％

皆さんの
アンケートを今後の
プログラムの企画の
参考にしたい
と思います

（複数回答可）

子育ての困りごとや相談

Q. 子育てに関して困っていること、心配していることはどんなことですか？

発育・発達

食事

生活のリズム

イヤイヤ期の対応法

歯磨きの仕方

子どもとの関わり方

就園・就学

パートナーとの関係

親同士の付き合い

近所の付き合い

経済的なこと

ワンオペ （複数回答可）

28.6％
43.2％

90.6％
32.5％

29.3％

16.5％
20.1％

3.9％
3.9％

5.7％

9.6％
18.3％

Q. 誰に相談しますか？

パートナー

友人

両親

兄妹

幼保の先生

相談機関
地域
こっころ

その他子育て
支援の場所

SNS その他
未回答

（複数回答可）

悩みや心配事に合わせて、多様
な相談先を選んでいるのがわか
ります。パートナーや両親など
の家族の他、友人や保育園幼稚
園の先生など身近な人への相談
が目立ちます。
こっころも気軽に相談できる場
所のひとつとなるよう周知して
いきます。

86.5％
91％

83.5％
87.9％
68.7％
91.3％



子育て情報について
Q. 子育てに関する情報をどこで入手しますか？

ホームページ

LINE

Instagram

facebook

X

Youtube

TikTok

専門書・雑誌

地域の掲示板

友人知人親

10

引っ越ししたて
で、

買い物や遊びス
ポットを

たくさん教えて
もらって、

自分で周って感
想もまた

スタッフに伝え
られて

うれしい

近くの病院の情報や
お店の情報交換など
がこっころで出来て
いいと思います

親子の居場所として、スタッフや他の利用者との会話から情報交換したり、新しい発見を得た
りする、顔を合わせた交流ができることを大切にしています。また、忙しい子育て中にも気軽
に情報を得ていけるよう、オンラインでも地域の子育て情報やつながりを広げられるように、
ネットワークの充実を進めていきたいと考えています。

子育てに関する情報の入手先として最も多かったのは「Instagram」（55.6％）で、次いで「友人・知人
の口コミ」（55.4％）、「ホームページ」（51％）が多く挙げられました。SNS の中でも Instagram が特に利
用されており、写真や投稿を通じて気軽に情報を得る傾向がうかがえます。またホームページからの情
報入手は最新情報などを正確に入手するのに役立つと考えられます。
一方で、「友人や知人や親などからの口コミ・紹介」もほぼ同程度に高く、信頼できる身近な人が情報源
となっていることが分かります。
そのほか、「地域の掲示板」（24.7％）や「YouTube」（20.1％）など、多様なメディアを通じて情報を得
ている姿もあり、オンラインとオフラインの両面から情報収集している傾向が読み取れます。

娘の保育園探しの時、
スタッフが親身に話を聞い
てくれ、色々な資料の提供
や、区役所への相談を促し
てくれてありがたかった

51％

55.6％
14.4％

2.3％
14％

20.1％
6.6％

12.8％
24.7％

55.4％

利用者からのご意見
ねんね期の子どもを連れて入場するのが大変と感じました。
一度利用したとき、荷物、子ども、靴をひとりで抱えてゲートを
開閉するのが困難だったため、次回の利用を躊躇しています

受付や近くのスタッフがお手伝いしま
すので、いつでもお声がけください

ひろばで写真をて撮っている方がいます。SNSにも投稿する方も
いるようなので、ダメならダメというべきかと思います

利用説明の時のご案内を確実にし、ひ
ろばで確認した際にはお声がけします

駐車場があると助かります イオン天王町の駐車場を利用できます

こっころもサテライトも混んでいて入れないことがある。入れ
ずに帰ることがあるので、いつでも遊べるようにしてほしい

子どもたちの安全を優先して入場制限して
います。HPで入館状況を随時更新していま
すので、お出かけの参考にしてください

（複数回答可）


